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人間工学の動向について
中 村 雄 二 郎
は じめ に
人間工学が自然科学の研究分野の中から,一っの独立 した総合科学の分野と
して歩み初めてから,すでに20年近い年月を経ている。
その間,多 岐にわたる各関連の専門研究分野からの協力参加 により,人間工
学の果 した役割は社会的意義においても著 しいものがあります。 しかし人間工
学研究が従来見 られなかった境界領域の問題を取扱うとい う特異性から,科学
技術の進展 と比較するときは,遅 々とした歩みにとどまっているかの如 く思 わ
れます。
こ ・では,こ れら境界領域の周辺 と人間工学の動向について述べてみたいと
思います。
1.人 間工学の内容
人 間工学 とい うの は,機 械 とそれ を使 う人間 を一つの系 と して考 え,こ 乳 ら
の関係 を調整 し総 括 して行 くことによ り,人 間 と機械 を適合 させ て行 くもので
ある と定義 されてい る。
その生成の直接 的原 因 となったのは,第 二次世 界大戦 にお ける胼合国側 の兵
員養成 と訓練,な らび に兵器の改 良のための研究で あった ことは,す で にご存
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じのこ とで あるが,間 接 的 には,戦 前 のアメ リカにお ける実験 心理学の 台頭 と,
多量生産 に基づ く生産管 理の問題 から探 究 されっっあった動作時 間研 究(Motion
andTimeStudy)に,その問 題解決の一端 を見出 したこ とが,研 究の端緒 に
なった ことは間違 い ない よ うに思 われ る。勿論,そ の背景 に医学の分野 にお け
る生理 学の発展 も見 逃 がす ことは出来 ない。
した がって人 間工 学研究方法 の解 説書で あるA.Chapanisの"Research
TechniqueinHumanEngineerings"1)において見 られ るよ うに,実 験 心理
学,あ るい は動作 ・時間研究の研究 手法 が数 多 く取入 られて いる ことか らも,
この事 実 を物語 ってい る。 た ・"こ・で人間工学 が大戦前 になかった問題 を提起
したの は,一 っ は従 来み られなかった先述の境 界領域 的研究分野で あ るこ とと,
もう一 っ は人 間工学的研究 の大 きな特微 で あ り,本 来 の使命で も ある,人 間 と
機械 を一っの系 として取扱 うとい うことで あ る。人間 とい う非常 に不安定で あ
り,複 雑 な機能 を有す るもの と,こ れ と全 く異 質の機械 とを組 合せ,こ れを研
究 の対象 とす ることの 困難 さは容易 に想像で きる。
入間一 機械 を一つの系 として取扱 うに して も,人 間,機 械,そ れぞれ の特性
を知 って置 か なければ,一 つ の系 と して の研 究 はで きない。 その基本的命 題 と
なるの は,先 づ 入 間の 有す る視覚,聴 覚,温 覚 などの感覚受容器,・神経細胞,
ニ ュー ロ ンな どの伝達 器管,思 考,判 断 等の中枢神経 系,あ るいは出力装置 と
して骨格,筋 肉の組織構 造,機 能,能 力の限界 につ いての肉体的側面 と同時 に
精 神的側 面,あ るいは,そ の両面 か らの研究 が必要 で ある。前者 は主 と して 医
学,特 に生 理学的領域 に属 す る問題で あ り,後 者 は主 と して心理 学の領域 とさ
れる所 であ る。 したが って前述 の心理 学的研究方 法や動作 ・時 間研 究の手段 だ
けで は と うて い解決 に至 らない ことが多 いので あって,A.Chapaniseも著 書
の中で 人間工学研 究の独 自のもの に重点 を置 いて記述 してい る。
他 方,人聞一機械 系 の機械 に関 して は,工 学 的 に一般 に定義 されてい る モ機械
とは拘束運動 をな し,所 要 の仕 事 をす るため に,エ ネルギー を変換 あるいは伝
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達 した りす るよ うな抵 抗体の結合で あ るモで は なく,人 間工学の立場 か らはも
っと広 義 な意味 を持つ もので あって,(上 述 の定義 か らすれ ば,ナ イフ,ハ ン
マ ーは勿 論 カメラな どの光学機械 も機械 で な くなる)入 間が使 うもの ,人 問 が
作 り出 す もの,全 てを含 む と考 え られ る。具体的 には,箸,鉛 筆 か ら食器,調
理 台,工 作 ・土木 ・建 設機械,船 舶,帽 子,靴,か ら住居,工 場 などの建 築物 ,
道 路,そ の設備,電 子計算機 に至 るまで,デ ザ インの領域 よ りむ しろ広 い範 囲
に わた って い ると考 えてよい と思 う。
人間工学 の領域 におけ る機械 の研 究 は,機 械 工学,電 子 工学 とは当然異 質の
もので,人 間 と機械 の相互 の関連 においての機械 で あって,従 来の工学的立場
か らの研究 とは当然異 って くる,ど ち らか とい えばデザ イン的要素 の濃 い もの
で あ る。
人 間工学 は ミ機械 文明の中で の人 間性 の尊重 と複 活のた めの統合科学で あ る奇
といえ る。具体 的 な人間工学の内容 にっ いて は,Tults大学 の 人 間工学 の分類
を参照 して いただければ細 目にわたって項別 に詳 しく記載 され,人 間工学の研
究領域 も殆 ん ど網羅 されてい る。
人 商工学 文献分類
1.00人 間工学…・方法,設 備,器 材,お よび一般文献
2.00人 問 と機械 の システム
3.00視 覚 イン トップお よび その過程
4.00聴 覚 インプ ッ トお よび その過程
5.00そ の他の知覚 のイ ンプ ッ トおよび その過程
6.00イ ンプッ トチャ ンネル…選 択 と相 互関係
7.00身 体 計測,運 動能 力の基礎 的生理 的限界,基 礎的運動 能力,お よ
び知覚運 動技能
8.00デ ィスプ レイによる管理 と統合
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9.00パ ネル とコ ンソー ルの レイアウ ト
10.00仕 事の空 間,器 材,フ ァーニチュ アーの設 計
11.00衣 服 および個人装備
12.00能 力に関係 す る特別 の環境 因子
13.00他 の個 人因子,作 業 条件 お よび行動能 率 に影響 す る仕事の 特性
14.00訓 練 器材 と装置 およびその使用
〔註〕細 目分類で は,例 を眼球運 動 に,とると視覚 インプ ッ ト3.00の項 の15項
目の8番 に3.15.8眼球運 動 と分類 されて いる。
2.歴 史
人間工学 が新 しい研究分 野の一つ として,一 般 の注 目を集め るよ うにな った
の は,戦 後 間 もな くで あ る。 これは戦時 中の兵器 改良 に顕著 な成果 を示 した こ
とが注 目され,ア メ リカ において軍 の研 究機関 と して引続いて研究 が行 わ れる
と とも に,戦 時研究 の一 部 を公 表 した ことと(新 しい装置,シ ステム全体 に関
す るこ とか ら細 い機 器 に至 るまで広 い範囲 にわた るもので あった),戦時 中 に人
間工学 的研究 に従事 した学者 が民間研 究機関,あ るいは大学 の研究 室へ 復帰 し
た ことによって,民 間の企業 が この新 しい考 えの下 に機器 の設計 に採用 し始 め
た ことによる。
これ らの研 究者の個人的 な活動 に伴 って,1950年,共通 の命題 を取扱 う学会
の設立 が,切 に要望 され るよ うにな り,イギ リスにて,ErgonomicsResearch
Societyが設立 され,こ ・に一 つの専門研究 分 野 と して確立 され たので あ る。
1957年には学 会誌"Ergonomics"が発刊 され,同年 アメ リカ にお いて も,同様
の趣 旨か ら"HumanFactorSociety"が結成 され,翌1958年"HumanFactors"
とい う名称 で学会誌 が年6回 発行 され るよ うになった。 ドイツは心理 学発祥 の
地で あって,古 くか らE,Kracepelin‐派 の作業心理 学(Arbeitspsychologie)
..
などの影 響 もあって,労 働時 間の研究,作 業の適性検査 の研 究が行 われ ていた
こ ともあ り,所 謂 日本 における労働科学 に当 る研究 が盛 んで あって,第 二次大
戦後MaxPlanckInstitutFurArebeitsphyiologieが中心 に なっ て,人 間 工
学関係 の研 究 を行 ってい る。最近Ergonomicsのseatting特集号 に ドイ ツから
多数 の研 究報告 が行 われて いる。 また フ ランスで は,1963年SocieteDErgo-
nomieDeLangueFrancaise,オランダは1962年NederlandseVereniging
vorErgonomieと専 門の学会 を設立,そ の他,ス イス,デ ンマー クなど ヨー ロ
ッパ諸国 の研 究 は盛 んで,国際的学会'lnternationalErgonomicsAssociation'
が1960年に発足 し1961年にス トックホ ルムで,第 一 回の会議 が開催 されて い る。
この よ うな海 外の事情 に刺激 されて 日本 も1964年に 日本 人間工学会 が設立 され
現在 に至 ってい る。
先述のErgonomics,HumanFactorsが発刊 され る1957年以前の研究 報告
は,最 初 の研 究構 成員 に心理 学関係者 が多かった こともあり,主 として心理学
関係の専門学会誌Jaurnalofexperimentalpsychology,Appliedexperimental
psychologyなどに多 く掲載 されていた模様 で あ る。単 行本 につ いては,も っ と
早 く,1950年前後 にR.A.Mcfarland,W.E.Woodson2),3)らにより総括的
な概 説書 が書 かれて いる。W.E.Woodsonの本 は日本で は最初 の人間工学 の
関係 の書籍で 訳本 と して発売 された もので,ご 記憶の方 も多い と思 われ る。 さ
らに注 目されるのは,人 間工学関係の研究 が盛 んで あったアメ リカのTufts
Collegeより,こ れまで の研 究資料 に基づ いて,ハ ン ドブ ック4)が出版 されて
い るこ とで あ る。
この事実 か らも1950年頃か ら海 外で,こ の方面 に対す る関心 が如 何 に高 いも
ので あったか知 ることがで きる。
我が国 においては,先 述 のErgon。mics,HumanFactors,の専 門 学 会 誌が
出版 され た1957年前後 に,人 間工学の内容 が一 般 に紹介 され初 めたので はない
か と推 定 され る。 筆 者 の最初 に目に触 れたの も,こ の頃で あって,勿 論,
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Ergonomicsでは なく,機 械 の一般専 門誌 で あるMachineDesignに`Hand『
ControlDesign's)と題 して,ノ ブ,つ まみ,把 手の形状寸法 と操作 の難易 に
つ いての記述 が あ り,引 続 いて ミHumanFactorEngineering'6)とい う表題
で1号 ～6号 にわた る連載で人 間工学 全般 につ いて紹介 された記述 を読 んだの
が最初で あった。
3.人 体計測 について
先 に述 べた よ うに,人 間工学の専門誌 が発行 され る以 前の研 究 は,人 間工学
研究 のパ イオニ ヤであ る,ア メ リカ,イ ギ リス とと もに主 として心理 学 関係 の
学会誌 に掲載 され ることが多 かったた め,我 が国で は最初 にその内容 に触 れ る
機会 を多 く持 た れたのは,心 理学関係 の人 々で はなかったか と思 われ る。(こ
の点 につ いては心理学 の専門では ない ので,は っ きりした ことは不明です)し
か し,実 際 には一応体 系付 けられた後で一般 に伝 え られた こともあ り,先 づ 我
が国で取 り上 げ られた命題 は,こ れ まで に,す で に海外 で研 究 された結果 と,
多 くの資料 を早 急 に利 用で きる体制 を整 え ることで あった。当時,我 が国 は戦
後の経済的衰退 の時期 を脱 し,産 業発展 の途上 にあ り,今 迄一般 家庭 で は,使
うこ との なかった各種 の機 器が家庭 の 中に持 込 まれ ると同時 に,こ れ らの企業
間の競争 の激 しさを増 した時で もあ り,家 庭 の主婦で も容易 に操作で き る使 い
勝 手 の良 い製 品 が要求 された ことも,資 料 の早 急 な利用 の必要が あった。 機器
設計 に際 して,機 器の操作 部分,そ の配置 なりは,人 間身体 寸法 に適 合す るよ
うに,機 器 の寸法,形 を設計 しなけれ ばな らない。 これ には身体各部 を先づ知
る必要 がある とい う,人 間一 機械 系 に とって最 も基本 的事項 で{らること と,こ
れ まで に集積 され た資料 の多 くが,欧 米人 との体格 の相 違のため,そ の ま ・で
は使用で きない とい う理 由 などか ら,日 本 人 自身の手で 日本人の人体計測 を行
う必要 を生 じ,多 くの研究 者が,こ の 問題 に取 組む ことになり,今 日に至 って
い る。
.:
人間工学で要求 される人体 計測 は,身 長,体 重,胸 囲 な どの体位 や体 格の検
定 だ けで はな くむ しろ人体 の部分 また は部位の大 きさの方 がよ り重 要で ある。
従来,人 類学的立場 か ら行 われていた,マ ルチ ン式測 定法 に代 表 され る安静時
の直 立姿勢 におけ る計測 値 と併 せて,こ れ まで行 われ るこ とのなかった,活 動
してい る状態で の人体 の計測値 が より重要で ある。(前 者 は一般 に静 的計測,
後者 は動的計測 といわれ る)活 動 してい る人間 の皮 膚は,骨,筋 肉の動 きにつ
れて大 きく伸 縮 し,筋 肉 もその形態 を変 える。例 えば,立 位の時 の臀部 の 巾と
坐 位 の姿 勢の 巾とで は通 常5～10㎝ の差 が あるといわれて いる。比較 的計測 容
易 と考 えられ る静的計測 も,計 測値 の精度 を高 めるため には,多 数 の資料 を集
め る必要 か ら,従 来 のマルチ ン式測定器(大 形 の ノギス とコンパス)で は必ず
しも便利 だ とはい えない。 した がって,こ れ に代 る測定 方法の考案 が必要 で あ
る。 また指 の長 さといっても,ど の点 か ら測 った ものか判然 と しないので は使
用で きない。 した がって測 点の詳細 な決定 も国 際的 に共 通 なもので なければ な
らない。各種 の作 業内容 に合 せた測 定 の基準 となる基準測 点の決定,例 えば,
自動車運 転時 の坐 位の姿勢 は特殊 なもので あ り,眼 の高 さは どの点 か ら計測 す
れば よい のか,基 準 なるべ き測 定点 がなければ計測 で きない ことになる。こ の
よ うな問題 を含 めて静 的計測値 について も,測 られ た値 が固定的で な く,現 在
の 日本 におけるよ うに,年 々の体 位の向上 に見 られ るが如 き,変 動要因 が存 在
す る。 この他,年 令,年 代,都 市 と農 村 などの地域差,職 業 な どの集団差 に基
づ くもの もある。
と りわ け,年 々の体 位向上 につ いては,体 形 の変 化 を伴 うものであって,(例
えば,女 性の身長 の伸 び は下肢 の発育 によるもので あり,一 般 にいわれ る)中
年の肥満体 の増加 のよ うな変動要 因が極 めて多 い。 した がって,人 間工学的 に
必要 な計測値 は,一 度,測 定す ればよい とい うわけ には な らぬが,現 在では,
使 用で きる資釋 看)揃いつ ・ある。特異 な研 究 と して は,身 体各部 の計測値 と身
長 との 間 に相 関関係 を有す るもの が多いこ とか ら,こ の関係 を求 めて お けば,
.・
一つ一っ の部位 を測 定 しなくて も,身 長か ら必要 な寸法 を求 め ることがで きる。
大島 は数 点の計測値 と身長 との関係式 を求 めて いる。 また身長 を基準 と して諸
計測 値 を近似 値 的に求 め ることので きる,slidingscale表を作 ってい る。今 後
に残 された課題 として,人 間工学 において必要 とす る共通 の測 定点,測 定項 目
の選定,測 定時 の姿 勢の規制,計 測値 の表示方法(平 均値,標 準偏差,最 大値,
最小値,最 頻値,パ ーセ ンタイル,な ど),さ らに,測 定方法の簡便 化,迅 速
化,シ ステ ム化,そ れぞ れの 目的 に沿 った測 定方法 の改良,開 発,こ の中 には
測量技術 の航空写真 から等高線図 を求 め る方法 の応 用 と しての人体 計測 の研究
が進 め られて い る。 あるいは,電 子 計算機 の導入 などが考 え られ る。その他,
特定 の用途 に必要 な計測 値の資料 の収 集 などが存す る。
4.SBattingにつ いて
戦後 海外 との交流 と経済活動 の活発化 に伴 い,日 常生活の様式 も次第 に欧米
化の傾 向 を辿 り,坐 位の生活 か ら急速 に椅坐位 の生活へ と変遷 し,椅 子 の使 用
が一般 的 になった。 これ と生産活 動の発展 に伴 い洋 式家具 の需要が急速 に高 ま
り,家 具の量産 が行 われ るよ うに なった。 特 に椅子 の普 及は作 業時の生理 的影
響 が大 きいため と量産の規格 化につ いて解 決 を迫 ま られるよ うになった。 この
方面の研究 はすで に戦前,産 業 工芸試験所 にお いて 試み られ,戦 後 は千 葉大小
原 によって多方面 か らの検討 が行 われユ ニー クな結 果が得 られて い る。 他方長
い使用の歴史 を有す る海 外で は,坐 った時 の体圧分 布 を坐 面の中,奥 行,背 凭
れ などを変 えること によ って,ど の よ うに変 るかを調べ る装置(universaltest
seat)を作 り,椅 子のデ ィメ ンシ ョンを研究 したW.E.Layl)日本 を訪 れた
ことの あ るB.°AKerblom初め,多 くの研究 が現在 も引続 いて行 われて お り,
形状寸法 につ いては一応 の結論 に到達 しつ ・あ るが,身 体 に直接 フ ィッ トす る
面の構 成材 料 と心理 的 な坐 り心地(comfortable)の問題,あ るい は,自 動車の
運転 席 などの作 業用の椅子 につ いては未解 決の部分 が多 く残 されて いる。
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Ergonomicsの最近 号io)にもseattingの特 集 を 行 い ,主 と して作 業 用 の椅
子 と机,タ イ プライター用 の椅子,あ るいは,自 動車 を初 め車輌 の坐 席,公 共
の もの などについて,X線 による解析,疲 労測 定,筋 電 計な ど種 々の測 定方法
を用 いて行 われた研 究 が掲載 されて いる。 この よ うな事実 か らも,先 述の坐 り
心地 の心理的 な面の追求,坐 面 などの構 成材 料,そ の弾性,感 触,夏 冬 などの
着 衣の相違 によ る影響,姿 勢保 持の度合 と姿 勢変換時 におけ る抵 抗の関係,あ
るいは車輌の坐席 にお ける弾性 と振 動,こ れ らの人体 に及ぼす影響 など今後の
研 究が期待 され る。 こ ・で,今 後 の坐席 の研 究方法 に一つ の示 唆 を与 える興味
深 い報告 がP.BrantonとG.Granysonii)によって な されてい る。 この報 告
はイギ リス国営鉄道 の急行列 車の坐 席の形状 の検 討 と,坐 席 の構 成材 料の適否
を調 べた もので あって,構 成材 料の一つ は,従 来通 りの スプ リングを用いた も
の,も う一方 はウ レタンホ ームで作 られ たもので,勿 論 形状寸法 は全 く同一
の ものについて比較 されて いる。実験 は実際 に運 行中の列車 を使 い,被 験 者 も
乗客 の中か ら選択,乗 客の姿勢 とその時 の椅子の各部 の使用状態 を直接観 察 と,
16"'/mのメモモー シ ョンカ メラの 両方 を使 って解析 を行い,使 用状態 の解析 か ら
椅子 の形状 の良否の判定 を行 ってい る。判定の基準 としては姿勢変換 の頻度 を
と り頻度 の高 いもの は不適 と してい る。 この結果で は坐 席 に附属 して い るヘ ッ
ドレス トの使用 が極 めて少 ないこ とと,ヘ ッ ドレス トが本来の 目的の ため に使
用 されてい ない ことか ら,そ の形状 の不良 を指摘 してい る。 また列車 の動揺 の
影響 も調べ るとともに,実 験 に使 った坐 席の坐 面構 成材 料 と して はウ レタンホ
ー ムの方 が優 れて いた と報告 してい る。 この実験 で は,簡 単 な方法で も椅子 の
良否の判定 基準 を考 えれば充分 に有 用な測 定結果 が得 られ るとい う事実 を示 め
して いるのでは ないだ ろ うか。
5.交 通 関係 につ いて
船舶,航 空 機,陸 上各種 車輌 とその環境 の二 つ に分 けて考 えるの が順 当だ と
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考えられる。船舶 については,ア メリカ海軍の研究機関での研究が中心で,艦
内の機器の配置,人 員の配置,通 路,階 段,な どにっいて詳細な研究が行われ
ているようであってその詳細は不明である。その他の研究機関の ものは余 り目
につかない。我が国でも同様であって,他 の部門と共通する研究が多いためそ
れ自体の人間工学からの研究は極めて少 なく,.どちらかといえば労働科学的研
究が多い。 しかし今後は船の大型化,自 動化に伴 う諸問題が取上げられて行 く
必要があろう0航空機にっいては,人 間工学の出発が航空機の訓練中の事故調
査,防 止から初まった事実からも判 るように,現 在までの人間工学研究の資料
の大部分は,航 空機関係か ら得 られたものである。最近の民間航空機の大型化,
高速化,あ るいは多用途化による機種の増加 などから,塔乗員の養成と,こ れ
に対応 させる訓練のためのシュミレーションの開発が盛んであって,こ れらの
シュミレーションによる訓練時 に得 られる操作の習得の難易,機 器の欠陥,な
どの資料 を基にして実物の航空機の改良 も行 われている。 これらから航空機の
特性,コ ン トmル 機器,計 器,そ の他の装置と人間の反応特性などの微妙な
関係についての研究が得 られ,航空機以外の人間一 機械系の制御特性,自動化
にも大 きな役割 を果すもの と思 われる。
戦後の自動車産業の発展 による車の普及は我が国だけでなく,アメリカを初
めヨーロッパ各国でも,そ の有用性と共 に,機械文明の弊害の側面を曝露 し,
排気ガスによる大気汚染 と交通事故による限 りなき死傷者の増加は社会的問題
として取上げられている。 また事故に基づ く経済的な損失も測 り知れないが,
交通事故の防止は,国家的観点から取上 げるべ き問題であって,狭 い視野から
のアプローチだけでは問題の解決にはならない。 しかし事故防止 を最も密接な
関係 にある人間工学の果す役割 は極めて大きな部分 を占めている。
アメリカ自動車産業界での人間工学の導入は早い時期に行われたのであるが,
車の普及 と事故の多発から政治的な問題へと発展 し,自動車安全法の公布 とと
もに,メ ーカーだけで なく大学,そ の他の研究機関は勿論政府 自らこの方面の
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研 究 に力 を入 れるよ うに なった。 自動車事故の防止 を困 難 にさせ てい る要 因が
二 っ存在 す る。一っ は車 を運転 す る技術 が各種 の産業で使 用 され てい る機械 の
操作 技術 の中で も相 当高し)レベルの もので あるとい うこ と,も う一っ は車 は不
特 定多数 の人々 によって運転 され るこ とであ る。誰で も免許 証 さえあれば運転
で きる,ま た特 に法規 に定 めた身体的障害 がない限 り免許証 を取 得で きるこ と
で あ る。産業用機 器 においては,各 人の適性検査 を行 った上 ,巌 しい訓練 によ
って操作技術 を習得 して行 くので あるが,自 動車 の運転 に限 って削除放置 され
て い ること,さ らに自動車 の運転 には,眼,耳,平 衡,加 減速感覚 などあ らゆ
る知覚感 覚,四 肢,神 経 を駆使 しな けれ ばな らぬ,さ らに,自 動 車 を取 巻 く環
境 は複雑 多岐,常 に変 化 し同 じ道路 で も晴天,曇,雨,霧,雪 な どによって変
化 し,光 の 時 間 的 変 化 の 中 を,あるいは,我 が国の如 く急激 な車 の増 加のため,
許 容量 をは るか超 えた道路 を人,車 ジ を避 けなが ら運転 す ることは,人 間の能
力の限 界近 い状 態 に達 してい るので はないか と考 えられ る。 しか も,こ の よ う
な中で,選 ばれた人間で はな く,人 間工学 的 にすべての人 間 に適合 した機械 を
作 る ことにな るので あって,こ の よ うに考 えると事故の防止 は不可能で ある と
いわ ざるを得 ない。
自動 車王 国で あ るアメ リカにおけ る事故の特微 は,車 対車 の衝突 によるもの
と車単独 の事故(コ ース をはず れて立 木 などに衝突,あ るいは転落)が 多い,
した がって死傷 の直接原 因 は車内の突起物,ガ ラスに当 った り,車 外へ 投出 さ
れ るこ とに よる二次衝突 によるもので ,す で に我 が国で も見 られるよ うな,突
起物 の埋 込 み,パ ッ トの使 用,シ ー トベル ト,ヘ ッ ドレス ト,ハ ン ドルコ ラム
のエ ネ ルギ ー吸 収装置 な どの改良 が行 われてい る。 これ らの研 究 には実際 に車
を衝突 させ て,人 体 に加 わ るエネルギ ーの大 きさ,人 間 の状態 の解析 が行 われ
て い る。Calfornia大学で行 われた実験119では,高 速 度 撮 影 機 に特殊装置 を取
付 けた もの13台,そ の他7台,特 殊設計 された撮 影機1台,加 速度計 などの各
種計測 装置12種,を 使用,速 度 を4段 階,衝 突角度3通 ,車24台以上 を使用 し
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たもので,そ の規模 の大 きさはと うてい我 が国で は考 えるこ とがで きない,そ
の熱意 の程 を窺 うことがで きる。 この外,歩 行者 と車,操 縦 システムの改 良に
つ なが る人間 の動 特性 とハ ン ドルの数学的解析,あ るい は事故調査 の方 法論,
運転時 の眼球位 置の研 究 など非 常 に多 くの報告 が あ り,ま た これ らの結果 を車
の設 計 に取入 れて実用化 してい る。 イギ リス も交通関係 には古 くから力を入 れ,
交通信 号の研 究は有名で ある。イギ リスは我 が国 と共通 した点が多 く,歩 行者
の死傷 が 多 く,し たがって運転 者の安 全につ いて はアメ リカ程研 究は行 われて
い ない。ユニ ー クな研究 としてほ車の進行速度,方 向によっては道路上 の人や
他 の車 が死角 に入 り認知で きない状態 を生 ず るとい うよ うな事実の立証 とか,
道 路の照 明方 法 による障害物 の視認性 など,環 境 との関連 においての研 究が盛
んで ある。今 日,我 が国の横断歩道 に画が かれ てい るセ ブラゾー ンは,こ れ ら
の研 究 か ら得 られた結 果 を使用 してい るもので あ る。我 う溷 で非 常に盛 んで あ
る運転 の疲労 にっ いての研 究 は非 常 に少 な く,こ れは 自動車 の坐席 の研 究 と振
動の影響 などの研 究 に置換 え られてい るた めで は ない かと思 われ る。 またシュ
ミレーシ ョンの開発は,そ れを使 用 して研究す る段 階 には至 ってい ない現状 に
ある。最後 に名古屋 大学 における,高 速走行時 の視 力減退,そ の他 の研究(動
視 力の研 究)は,各 種 車輌,航 空 機の高 速化時 代 における研 究 と して は高 く評
価 され るもの で,今 後の成果 が期 待 され る。
6.そ の 他
最近,社 会 的 にも話題 にな って いる海洋 資源の 開発 は各国の注 目す る所 とな
り,今 後 の発展 が期待 され るが,こ れ には人 間工学 的領域 で解決 して行 かな け
ればならない 問題 が多い。これと関連 したもの として宇宙環境(SpaceEnviron-
ment)があ るが,こ の方面の人 間工学 関係 の研 究結果 は余 り期待 で きない。し
た がって独 自の解決 を計 る必要 があ る。A.D.Baddely119らは潜水時の深度の
増加 によ る思考 力の減 退 を調べ,陸 上 におけ る実験室 との相 違 につ いての報告
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を行 って いる。 またH.M.Bowenltdらは同様 の状況 の下で,人 間の能 力テス
トを行 い,組 立作業,着 衣の使用状 態 などとその生理 的影響 を調 べてい る。 こ
の他,知 覚の低下,温 度の影響 によ る能 力の低下,水 中 にお ける視覚 の変化 な
ど多 くの報告 があ るが,我 が国で は,長 期 にわた る潜 水時の生理 的影 響 を調べ
て いる段 階で ある。 その他,人 間の誤 りは避 け得 ない もの と考 え られてい るが,
最近の工学 技術 の著 しい向上 によって,機 械 の信頼性 が著 しく高 くなって来 た
が,人 間一 機械 のシステム全体 と しては,人 間の錯誤 によ り,信 頼性 が依然低
い もの に なって しま う,し た がって システムの信頼性 を高 くす るため には,人
間の錯 誤 を解明 し,人 間の欠点 とす る所 をで きるだけ機械 によってカバー し,
人 間 と機械 の問 に適正 な分 担 をさせ るな どの研究 の必要 が生 じて いる,い わば
人 間の信頼性 工学 と しての研 究 が望 まれ る。
7.人 聞工学 の周辺 につ いて
戦後 の新 しい 自然科 学 の中で入 間工学 とその研究領域,お よび成立の時期 を一
に した もの があ る。 それは現 在の情 報科 学へ の道 を拓い たNorbertWiener
(1894-一一1964)が1947年頃 に命 名 したCyberneticsである。彼 はこれ を ミ動物
と機械 とにおけ る制御 と通信 を総括 的 に取扱 うもので あるミ とい って いる,彼
がCyberneticsの構想 を持 った直接 の動機 は,お そら く戦時 中の仕事 で あった
対空火 器 につ いての予測 装置 に関す る研 究で は なかったかと思 われ る。 これに
は二つ の人間的要 素が入 って くる,一 っ は航空機 を操縦 している人間 とも うa
つ は予測 装置 を取扱 い,飛 行進路 を予測 す る人間で ある。機械 の中に人問 が入
った場 合(こ の場合 は航空機)機 械 による制約 は受 けるに しても,生 物 特有の
不 規則性 を持 っ よ うに なる。 したがって予測 装置 のみの判断で は追従 で きない。
これ には生物の 有す る機能,と くに神経 系の機能 の研究 を行 う必要 となり,装
置 にこれ らの ものを導入 してや る必要 が ある。 この よ うな考 えか ら数学 者で あ
った彼 が この よ うな現 象 に対 して数理 的解析 を試 み,ブ ラウ ン運動 の数 学解析 ,
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と くに これ まで線型現 象の取扱 いに有用 であ った フー リェ解析 が,感 覚,神 経
機能の 如 き非線型現 象には,ほ とん ど役 に立 た ないこ とか ら,非 線 型現 象の解
析 理論 な どのCyberneticsの理 論 を生み 出 して行 った ので はないか と思 う。彼
の協 同研究者 で あるA.Rosenbluettを初 め とす る神経生理学者,あ るいは物
理 学,通 信工 学 などの研究者 の協 力の下 に,理 論的裏付 を行 いつ ・,制 御,通
信,あ るいは神 経生理への道 を拓 いて行 ったもの と考 え られる。 このCyber-
neticsは真 空管 か ら半導体素子,さ らに集積 回路へ と技術 革新 を行 ったエ レク
トロニ クスの発展 とともに,今 日の情報理論,制 御理 論,計 算機科学,バ イオ
ニ クス(Bionics)などに代 表 され る情報科学へ と発展 されて来 たので ある。
情報科 学は,そ の背景 に実 に広 い領域 を持 っ,こ れまでの 自然科学の数 学,統
計学,物 理 学,神 経生理,遺 伝学,医 学,工 学の領域 は勿論,言 語学,心 理学,
社会学,教 育学,経 済学 などの人文,社 会科 学の領域 を含む,こ れ まで になか
った総合科 学で ある。 この情 報科学 の中で 生物 科学 と工 学の境 界領域 を分担す
るバ イオニ クス は人 間工学 と,と りわけ深 い関係 にあ る。人工頭脳 と呼 ばれて
い る電子計算機 の二進法 によ るON-OFFの機構 もシステム も,動物 の脳 神経系
の中 に見 出 された もので あ る。(N.Wienerとい われて いる)最近で は文 字 を読
む機 能,音 声 を聞 きわける機能 を組込 むよ うにな りつつ あ る。 これ には動物 の
視覚,聴 覚 な どの機能,機 構 を解明す るこ とが必要で あ り,そ れ らの結 果か ら,
同 じ機能 を有す る装置 を作 る ヒン トを得 るこ とも可能で あ る。 実際 にカエ ルの
目の機能 を レー ダーへ応用す るための研究 も行 われて いる。 また人 間のす ぐれ
た記憶 機構(一 人の人間 が日常生 活 をす るために記憶 して いる容量 は,も し,
これを現 在の計算機 の磁 気テ ープ に入 れ るとす る と,そ の テープ量 は地 球 の全
表面 を覆 うだ けのものが必要 だ といわれて いる)の 研 究 は,こ れに代 る装置 を
設計 して行 くと き重要 な参考資料 となるで あろ うし,ま た一方人 間工学 にとっ
て も,人 聞の特性 を解 く重要 な鍵 で もある。 したがって,こ れ らの研究 は共通
の領域 に属 し,分 けて考 えることはで きない が故 に,相 互 に連携 を とりなが ら
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研 究 を 進 め る 必 要 が あ る 。
人 間 工 学 を 含 め て,今 後 の 科 学 の 在 り 方 は 一 っ の 領 域 に 閉 じ こ も る こ と な く ,
Cybernet圭csに 多 数 の 異 る 領 域 か ら の 協 力 が あ っ た.よ う に,共 通 の 命 題 を 互 い
に 協 力 し つ ・研 究 を 押 し 進 あ て 行 く こ と が 切 望 さ れ る 。 ま た 研 究 の 在 り 方 も こ
の よ う な 方 向 へ と 変 っ て 行 く の で は な い だ ろ う か 。
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